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1 ． は じめに

　急 速 に 増加 す るネ ッ トワ
ーク トラフ ィ ッ クを 効率 的 に収

容す るた め，フ ォ トニ ッ クネ ッ トワ
ークの 導入 が 北 米 ・日

本 を 中 心 に 開 始 さ れ て い る ． こ れ ま で

ROADM （Reconfigurable 　Optical　Add ！Drop　Multiplexer）ベ
ー

ス

の リ ン グ型 フ ォ トニ ッ ク ネ ッ トワ
ー

ク が 主 で あっ た が，フ

レ キ シ ブル なメ ッ ンユトポ ロ ジの フ ォ トニ ソ ク ネ ッ トワ
ー

クの 構築 に 向け，終端 ノ
ー

ドに おい て トラン ス ボ ン ダ と任

意 の 波長で 接続可能てeolorless ），任意の フ ァイ バ と接続 可能

（directionless），波長 同 士 が競合 しない （contentionless ）機能 が

必 要 とな り，検討 が進 め られ て い る．C！Dtc 機 能 の 直接 的

な実現 と し て ，大規模 マ トリク ス ス イ ッ チ を用 い た 構成

（図 1）が 考 え られ る が，ス イ ッ チ 規模 が 大 き く現 実的で な

い．そ の た め コ ス トを抑 えた drop構成 の 検討【1］［2】が なさ

れ て い る．本稿 で は拡 張 性 の 高 い CID 〆C 機 能 を実 現 す る為

の コ ン パ ク トなチ ュ
ー

ナ ブル フ ィ ル タ を提案 し，ス イ ッ チ

規模 を比 較 して 提案構成 の 優位性を示 す．

図 1．大規模マ トリクス ス イ ツ 　図 2 提案 チ ュ
ー

ナブル フ イル

　　 チを用い た d【q ）構成　　　　　タ を用 い た d珂 ）構成

2 ．多段選択型チ ュ
ーナ ブル フ ィ ル タ

　以 降で は ，ノ
ー

ドへの 入 力 フ ァ イ バ 数 を K ，波 長 多重 数

を L，ノ
ードで drop され る波 長 数 が yKL で あ る とす る．

本稿で 提案す る drop構成 で は図 2 に示 す よ うに ， まず フ ァ

イ バ を選 択 した後 ， チ ュ ・一一ナ ブル フ ィル タ に よ り任意の 波

長 を取 り出す．dropポー
ト毎 に 1 つ の フ ァ イ バ 選 択機能 と

フ ィ ル タを提 供 す るた め，drop ポート数 に対す る拡張性を

備 え てい る．
　特定の 波長 を抽出す る フ ィル タは ，直接的 な構 成 方 法 と

して ，波長毎に 分波 した 上 で，各波長 に on1   ff
’
ス イ ッ チ を

割 り当て る こ とに よ り実 現 可能 で あ る．しか し， 分 波 器 の

規模お よ び ス イ ッ チ 規模 が 大 き くな る欠 点 を有 す る．そ こ

で 提 案 フ ィ ル タで は波 長 群 に分 波 して 所 望 の 波 長 群 を選 択

す る とい う操 作 を多段 に 実行す る こ と で 最終的 に 単
一

の 波

長 を 選 択す る ．類 似 の 検 討 と し て ，異 な る FSR（Free
Spectral　Range）を有 す る cyclic 　AWG （Arrayed　Waveguide
Grating）と　SOA （SemiconduCtor　Optical　Amplifier）の 接 続 に よ

る チ ュ
ーナ ブル フ ィ ル タ構 成 ［3］が あ るが，提 案構 成で は波

長 毎 の 損 失 とそ の ば らつ き を補 償 す る増 幅 を要 しない シ ン

プ ル な構 造が 特徴で あ る．波長群の 分波機能，選 択機能の

構 成 は複数 あ るが，本稿 で は 2 つ の 具 体例（図 3）を示 す．
図 3（a）は 1段 目，2段 目の 波長 群分波 に cyclic 　AWG を，波

長群選 択 に ］X2 ス イ ッ チ を ヅ リ
ー型 に 配 置 した 構成で あ

る．各 AWG の 次数 は互 い に 素 な正 の 整 数 で あ る．図 3（b）
で は 1 段 目の 波 長 群 分波 に cyclic　AWG ，波 長 群 選 択 に

on ／etl
’
ス イ ッ チ を使 用 し ， 2 段 目の 波 長 の 分 波 に新 しい 構

成の 分波器［4亅，波長群選択に は 図 3（a）と同様 に ツ リ
ー

型ス

イ ッ チ を使用す る．本具体例で は 2 段で 構成 し て い る が，
異な る 段数で 構成する こ と も可 能 で あ る．なお 各 フ ァ イ バ

か ら各 チ ューナ ブル フ ィ ル タ に信 号 を誘 導 す る過 程 で ，主

に光カ ブ ラに 帰因す るパ ワ ーロ ス が 生 じるが ，フ ァ イ バ 毎

に光増幅器 を挿入 す るこ とで 解決 可能 で あ る．

3．スイ ッ チ規模の 比較

　工尸 96，y
＝05 と した とき の （kop 構 成 の ス イ ッ チ規 模 比 較

を行 っ た，図 3（a ）の 構 成で は 1 段 目に 1× 9cyclic　AWG
，
2

段 目に 1× ］lcyclic　AwG を，図 3（b）の 構成 で は 1段 目に 1
x9cyclic 　Aw （｝，2段 目に 11xllcyclic 　AWG を使用 して い

る．こ の 場 合の フ ァ イ バ 数 に 対 す る ス イ ッ チ 規模 の 比 較 を

図 4 に 示 す ．図 1の 構 成 に比 べ 図 2 の 構 成 は い ずれ もス イ

ッ チ の ク ロ ス ポイ ン ト数 を 94％ 以 上 削減 して い る．

4．ま とめ

　CIDIC 機能を有 し，拡張性 に 富ん だ drop構成を実現す る

多段 構 成チ ュ
ー

ナ ブ ル フ ィ ル タ を提案 し た ．本構成 に よ り

チ ャ ネル 毎の 増設 性 を有 す る drop機 能 を小 型 で 経 済 的 に実

現 で きる．
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